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社会福祉法人 滴々会

皆様、ごきげんよう。

やっと春らしい日々になってまいりました。

それにしても寒くて、冷たい風を感じる冬の間でした。世界中が何かしらのトラブルに巻き込ま

れてしまいます。

さて、音野舎でも紙面による広報誌をデジタル化いたしました。これまで業者様もスタッフ一丸

となり素晴らしい・きれいな紙面を完成して下さいました。御礼申し上げます。

２８年目を走り出し、早半年近くの音野舎でございますが、世間並みに万年職員の不足と物価高

騰による対策は、給食費はじめ光熱費、また原材料の値上げによる衛生製品の高騰。まだまだ予

断を許さぬ感染症対策や災害に備えての期限ある品の調達など介護保険内では賄えぬほどの問題

に直面してしまいました。 当然建物も共に時間が経ちメンテナンス費用も少なくはありません。

数々の問題を抱えての令和７年度が始まりました。皆様をお知恵を拝借するところです。

職員は、環境的に様々な知識を得れらえる現状にあり、パソコンや携帯による知識の情報収集と

研修は提供しておりますので、自分の生まれ持った知恵を磨き上げ同時に駆使しながら精一杯努

力してくれるものと信じております。そして、ご家族の皆様のご理解と寛容を第一にお願いして

今期もまた『真心のサービス』をモットーにご利用者様と共に過ごしていく所存です。宜しくお

付き合いください。早くご家族・ご近所の皆様と共に楽しめる機会を期待します。

最後になりましたが、音野舎の生き字引とでも申しましょうか令和６年度で正職員としては引退

いたしましたが、デイサービス所属の正田和司さんをご紹介をいたします。

音野舎の建設前から携わり毎年素晴らしい門松をたててくれます。今期より音野舎すべての環境

整備をお願いすることになりました。毎日、敷地内のどこかにおりますから安心です。お顔見知

りの皆様ございましょうが、感謝の意を持ちまして正田さんに新たな任務がありましたことをこ

の場を通してご報告いたします。

園長 山内 知枝
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　　看護小規模多機能ホーム

昨年、利用者の皆さんと植えた野菜が少しずつ大き

くなってきて、成長した姿を見た皆さんはとても喜ん

でいました。一緒に草取りを行ったり、レタスの収穫

を楽しみながら野菜作りのアドバイスなども教えて

もらい充実した時間を過ごす事が出来ました。

野 菜 作 り

今年も豊玉姫神社へ初詣へ出掛ける

ことができました。皆さん一人一人手

を合わせてお祈りをされていました。

また、来年も一緒に行きましょう。

今年の鬼はとてもしぶとい鬼でした。

今年も一年健康で平和に過ごせるよ

う願いを込めて、手作りの新聞豆を

投げました。最後には鬼と仲良くなり、

写真撮影をしたり楽しく過ごしました。

3月28日茶話会を実施しました。クイズを行い正解した方には

景品が配られたり、利用者の皆さんに一年間の想い出の写真も

渡されました。その後は美味しいお菓子やお茶を頂き、笑いの

絶えない楽しい時間を過ごされている様子でした。

茶話会



グループホーム

10月上旬に常潤高校にみかん狩り

に行ってきました。みかんの採り方を

先生に 聞き沢山のみかんを収穫し

ました。皆さん満足されていました。

みかん狩り

みんなで芋掘りを楽し

みました。たくさんの唐

芋に大喜び。 後日、

がねを作り美味しくい

ただきました。

がね作り

クリスマス会を行い、サンタ

とトナカイからのプレゼント

に笑顔がステキです。

うんまかど～！

11月3日、南九州市文化祭に見学に行きました。

作成した作品も展示されました。「鬼は外、福は内」とこれからの健康と幸せを願って邪気を追い払

いました。

ひな人形を前に写真撮影。

ひな人形も作りました。



デイサービス

今年は寒い日が続き、遅めの初詣となりました。

デイで行く日を楽しみにしている方もおり、念

願の初詣となりました。

今年一年も健康でありますように！！

今年も常潤高校の『みかん狩り』を

計画し、自分でみかんを狩り籠いっ

ぱいに詰めていました。『まだ欲し

い』と言われる方が多く困ってしま

う場面もありましたが、満足げな表

情で車に乗り込みました！

節分という事で、デイにも鬼が

やってきました。年女の利用者様が

鬼役となり、鬼の登場に勢いよく、

豆を投げること投げること！ 「エ

イヤッ！」と元気よく金棒を振って

立ち向かいましたが、豆の強さに

「あいたたっ」と、鬼はそそくさと

退散しました。今年の災難も同じよ

うに去ってくれるといいですね。

健康で

ありますように！

恒例の『ひまわりドライブ』に行き

ました。

天気も良く、皆さんひまわりを握り

しめて満面の笑顔で帰りました。



特別養護老人ホーム

特別養護老人ホームでは，ご家族と一緒にとまではいきませんでしたが，10月から３月まで季

節行事を実施し，ご利用者の方々に楽しんでいただき，普段ではみられない表情をみせていた

だきました。

10月は，２名でしたが小京都まつりの見学に行き，施設内ではミニ運動会を実施しました。普

段穏やかなご利用者の方々も，力いっぱい紐を引っ張ったり，玉入れをしたりと負けず嫌いの一

面も見せていただきました。

11月は，施設の中庭で育てた芋掘りを行い，その芋を使って焼き芋大会を行いました。皆さん

焼きたての芋を片手に，「熱いけどおいしい」と終始笑顔みられていました。

12月は，アドバンスの皆さまをお招きし，クリスマス会を実施しました。皆さま一緒に大きな声

をだして歌われている姿が印象的でした。

年末には，餅つきを実施しました。今年は，入居者の塗木満治様が「私につかせてください」と

立候補され，餅つきがはじまり，男性，女性合わせて10名の利用者に餅をついていただきまし

た。腰の入った餅つき姿に職員も感動しました。

２月は，節分を行いました。鬼に扮した職員に向かって力いっぱい丸めた新聞紙を意地悪な

笑顔を浮かべながら投げている姿がとてもかわいらしかったです。

その他コロナ禍ではなかなか外出もできませんでしたが，利用者の方と一緒に自宅や納骨堂

へ外出し，久しぶりの我が家や墓参りを楽しんでいただきました。

次年度もご利用者の皆さまに喜んでいただけるよう努めていきたいと思います。

よっこいしょ！

小京都祭り！

餅 つ き

久しぶりの

外出！



ケアハウス

音野舎合同のクリスマス会が開

かれました。 歌あり、ハンドベ

ルありで楽しいひと時を 過ご

されました。 皆さん、サンタの

帽子で 笑顔がステキです！

新年会！

美味しいおせちに、久しぶりのお

酒。。。

皆さん、ほろ酔いでいい気分！

門松の前でパチリ！

年初めの記念に、1人ずつ

で撮りました。よかにせ・よ

かおごじょが勢ぞろい！門

松にも負けてません！

初詣に行きました。

お花見をかねて誕生会をしました。ゲームや歌を

歌って、ケーキとコーヒー・紅茶でお祝いしました。

『おいしいね！』ととても嬉しそうなご様子でした。

お誕生日を迎えた方々、おめでとうございます！



hi
避 難 訓 練

令和6年10月昼間想定の避難訓練を特養、ケアハウス、デイサービス合同で消防

署立会いの元実施しました。

新人職員がいる中での避難訓練であったが、事前に動きの確認を行いスムーズ

な避難訓練を行う事ができました。

実際の火災では訓練を通じて周りを見ながら避難誘導をして行けるように日頃か

らの意識付けを大事にしていきたいです。

今回は消防署からの提案で居室を使用した職員の煙体験を行いました。無害の

煙を居室内に充満させ視界の悪さ、口を覆う事の重要さ、煙が器官に入る事によ

る息苦しさを体験しました。煙が充満する中で、行き慣れた居室の中で消防隊員

を探すことが難しかったです。今後も利用者様が安心して生活が出来るように火

災予防に気を付けていきたいと思います。
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編集後記

今号から私たちの事業所新聞はデジタル化しまし

た。紙媒体からオンラインへ移行する事でより多く

の方にタイムリーな情報をお届けし、環境への配慮

はもちろん、過去の記事も簡単に振り返ることが出

来るので便利に活用をして頂ければ嬉しいです。

デジタル化にあたり試行錯誤しながらの準備となり

ましたが無事ににスタートできたのは関係者の皆さ

まのご協力のおかげです。これからも事業所の活

動やスタッフの想いを伝えられる紙面作りを心掛け

ていきますので引き続きよろしくお願い致します。

次号もお楽しみに。

県下一周駅伝

2025年2月15日から5日間にかけて鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が行われま

した。

グループホーム音野舎の職員である森 昌弘が川辺チームの監督として初就任しました。

日々の業務の合間を縫いながら選手たちを一生懸命に指導し今年は総合6位という結

果を収めました。

森は元々陸上長距離競技に精通しており、長年の経験を活かして指導にあたっている。

「挑戦者の気持ちで初日から全力で突っ込んでいきたい」と意気込みを語り、初日地元

入りでは力強い走りで感動を与えてくれました。

来年の大会に向けて森と川辺チームの挑戦は続いています。


